
意 図
（どんな状態にしたいか）

市民、事業者、行政など、全ての人がバリアフリーの必要性を理解し、まちにある様々な障壁（バリア）に気付き、一人ひ
とりがバリアフリー化に持続的に取り組むことで、高齢者、障害者等をはじめとするあらゆる人々が、暮らしやすいまちづ
くりを目指します。

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

実行計画
の施策の
柱におけ
る指標と
の関連度

低

施策の柱の名称

目 事業

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想の重点整備地区内において基準に適合した道路の拡幅整備など、バリアフリー化され
た道路のネットワーク形成を進めます。

予 算 事 業 名 項

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

目

的

対
象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

利用者及び隣接住民。

対 象
（直接働きかける）

特定事業に指定された道路、公共交通機関等の管理者

特定事業 会計コード

活動
指標

変更
履歴

係内番号 01

担 当 部 署 都市建設部 建設課・国県関連事業推進室 関連事業推進係 連絡先 522

事業期間 年度

整理番号

～

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（その他事務事業用）

事務事業名 特定事業

施策の
柱CD

課

題

計

画

（

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

）

活

動

指

標

－

主体が国・県等であり、市でないため評価になじまない。

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金 円

県 支 出 金 円

地 方 債 円

2021年度 2022年度

－　 －　達成率 ％

　
事
後
評
価
（
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）

2020年度項目 2018年度（H30) 2019年度

翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

総
合
評
価

成

果

・各事業者にて、整備を進
めている。

・事業主体が、国や県であ
るため、どのように評価する
のか難しい。

宮下　淳一

改
革
・
改
善
の
方
向
性
（

Ａ
Ｃ
Ｔ
）

最終評価責任者 大谷　勝己

成
果
や
コ
ス
ト
の
方
向
性
の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

国や県等の事業主体が行
い事業であり、市の評価や
改善が当てはまらない内容
となっている。
現在国道２０号（県主体）の
進捗にあわせ、バリアフリー
への配慮がなされている。
進捗に合わせて国と連絡調
整を緊密に行う。

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者

実
施
状
況
　
（
Ｄ
Ｏ
）

項 目 単位 2018年度（H30) 2019年度 2020年度

そ の 他 特 定 財 源 円

一 般 財 源 円

－　 －　 －　

都市計画マスタープラン 0000 複数の柱にまたがる事業

01 都市計画マスタープラン

款

高齢者や障碍者、子ども等をはじめ、誰もが安全・安心で快適な日常生活を営むことができるよう、公共交通機関や歩行空
間の移動の円滑化、公共施設をはじめとする施設のバリアフリー化の推進が求められています。

実行計画

目標
－

実績

#N/A 06010601

04 茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想 0000 複数の柱にまたがる事業

政
策
番
号

05

基
本
計
画
体
系

項目 計画CD 計画名称

基本計画①

2021年度 2022年度
事 業 費 等 (a) 円

0000 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01


